
は
じ
め
に

東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
る

『

飛
鳥
井
家
和
歌
関

係
資
料』

七
軸

(

１)

は
、
和
歌
・
蹴
鞠
の
両
道
を
家
業
と
し
た
堂
上
貴
族
飛
鳥
井
家
の
旧

蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
室
町
時
代
中
後
期
に
お
け
る
同
家
の
当
主
四
代

(

雅
世
・
雅

親
・
雅
康
・
雅
俊)

の
筆
跡
か
ら
な
っ
て
い
る
。
旧
制
第
一
高
等
学
校
時
代
の
購
求

に
な
る
も
の
だ
が
、
一
九
七
八
年
に
公
刊
さ
れ
た

｢

教
養
学
部
国

文
研
究
室

和
漢
書
目
録

(

２)｣

に
著

録
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
以
後
も
利
用
さ

れ
る
こ
と
は
稀
で
、
管
見
の
限
り
で
は
、
井
上
宗
雄
が
右
の
目
録
に
拠
っ
て
言
及
し

て
い
る
以
外
の
所
見
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

(

３)

。

か
か
る
状
況
の
も
と
、
二
〇
〇
七
年
三
月
に
刊
行
し
た

『

大
日
本
史
料』
第
八
編

之
四
十

(

４)

に
お
い
て
は
、
延
徳
二
年

(

一
四
九
〇)

十
二
月
二
十
二
日
に
薨
去
し
た
飛

鳥
井
雅
親
の
事
蹟
を
収
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、

雅
親
に
か
か
る
も
の
の
過
半
を
収
載
す
る
こ
と
を
得
た

(

５)

。
し
か
し
な
が
ら
、
収
載
し

た
も
の
の
ほ
か
に
も
、
室
町
時
代
に
お
け
る
飛
鳥
井
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
活
動
に

つ
い
て
知
る
た
め
の
好
史
料
が
多
い
こ
と
か
ら
、
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文

学
部
会
よ
り
ご
許
可
を
い
た
だ
き
、
全
文
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

書
誌
・
伝
来

ま
ず
、
各
軸
ご
と
の
書
誌
を
略
述
し
て
お
こ
う
。
一
軸
ご
と
に
藍
色
の
布
貼
の
紙

箱
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
同
室
の
架
蔵
に
帰
し
た
の
ち
に
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
記
載
を
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
掲
げ
る

各
軸
の
名
称
は
、
こ
の
箱
の
上
書
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
七
軸
と
も
に
表

紙
見
返
し
に
は
単
郭
朱
文
方
印

｢

第
一
高
等
学
校
図
書
印｣

が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
一
々
は
記
さ
な
い

(

以
下
の
記
載
に
お
い
て
、
丸
数
字
は
各
軸
に

お
け
る
本
紙
の
紙
数
順
を
示
す
も
の
で
あ
る)

。

�

新
続
古
今
和
歌
集
奥
書
認

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
二)]

巻
子
一
軸
。
後
補
内
曇

(

上
下
墨)

表
紙
、
縦
二
六
・
九
糎
、
横
二
一
・
〇
糎
、

表
紙
左
肩
貼
題
簽

｢

新
続
古
今
集
奥
書
認
栄
雅
筆｣

。
本
紙
四
紙
、
斐
紙
、
裏
打
を
施

す
、
縦
二
六
・
九
糎
、
横
①
二
・
六
糎
、
②
三
七
・
四
糎
、
③
一
七
・
七
糎
、
④
一

七
・
九
糎
、
第
一
紙
は
第
二
紙
の
端
を
切
断
し
て
本
来
の
端
裏
書
を
表
面
に
移
し
た

も
の
な
ら
ん
。
軸
付
紙
縦
二
六
・
九
糎
、
横
一
〇
・
八
糎
。
頭
切
軸
。

�

雅
世
卿
賢
筆
和
歌
詠
草

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
三)]

巻
子
一
軸
。
後
補
黄
色
染
紙
表
紙
、
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
二
二
・
〇
糎
、
表
紙
左

肩
打
付
書

｢

雅
―世
卿
筆
端
云

夏
暁
風｣

、
外
題

｢

世｣

の
文
字
の
右
傍
に
墨
書

｢

縁
御
筆
歟
、

可
考
、｣

。
本
紙
五
紙
、
楮
紙
、
裏
打
を
施
す
、
縦
三
一
・
〇
糎
、
横
①
三
・
五
糎
、
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②
五
〇
・
一
糎
、
③
三
・
一
糎
、
④
四
六
・
五
糎
、
⑤
四
七
・
八
糎
。
軸
付
紙
縦
三

一
・
〇
糎
、
横
二
一
・
三
糎
。
頭
切
軸
。

�

雅
親
卿
御
筆
五
十
首
題
三
十
首
題
百
首
題

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
四)]

巻
子
一
軸
。
後
補
素
紙
蝋
箋
文
様
表
紙
、
縦
三
三
・
七
糎
、
横
二
七
・
三
糎
、
表

紙
左
肩
打
付
書

｢
雅
親
卿
御
筆
五
十
首
題

三
十
首
題

百
首
雅
光
不
慮
得
之
、｣

。
本
紙
七
紙
、
楮
紙
、
裏

打
を
施
す
、
縦
①
・
②
三
三
・
七
糎
、
③
・
④
三
一
・
八
糎
、
⑤
〜
⑥
三
三
・
五
糎
、

横
①
四
九
・
〇
糎
、
②
二
八
・
一
糎
、
③
二
・
五
糎
、
④
四
〇
・
三
糎
、
⑤
五
一
・

二
糎
、
⑥
五
一
・
〇
糎
、
⑦
二
六
・
〇
糎
、
第
三
紙
は
第
四
紙
の
端
を
切
断
し
て
本

来
の
端
裏
書
を
表
面
に
移
し
た
も
の
な
ら
ん
。
第
四
紙
奥
上
に
貼
紙

｢

寛
政
六
十
下

旬
、
為
一
巻
、｣

。
本
紙
を
そ
の
ま
ま
軸
に
巻
き
付
く
。
頭
切
軸
。

�

雅
親
卿
賢
筆
女
房
奉
書
御
会
始
題
者
書
付

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
五)]

巻
子
一
軸
。
後
補
退
紅
色
地
蝋
箋
文
様
表
紙
、
縦
三
一
・
三
糎
、
横
二
四
・
一
糎
、

表
紙
左
肩
打
付
書

｢

雅
―親
卿
賢
筆
女
房
奉
書

御
会
始
題

題
者
書
付｣

。
本
紙
五
紙
、
楮
紙
、
裏
打
を
施
す
、

縦
三
一
・
三
糎
、
横
①
四
四
・
〇
糎
、
②
四
五
・
五
糎
、
③
五
・
三
糎
、
④
四
四
・

七
糎
、
⑤
四
五
・
三
糎
、
第
三
紙
は
第
四
紙
の
端
を
切
断
し
て
本
来
の
端
裏
書
を
表

面
に
移
し
た
も
の
な
ら
ん
。
第
四
紙
に
内
曇

(

上
藍)

料
紙
の
切
紙
を
貼
付
、
縦
一

二
・
二
糎
、
横
四
・
三
糎
。
軸
付
紙
縦
三
一
・
三
糎
、
横
七
・
八
糎
、
軸
付
紙
左
下

墨
書

｢

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣

。
頭
切
軸
。

�

雅
親
卿
雅
俊
卿
筆
古
文
書

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
六)]

巻
子
一
軸
。
後
補
素
紙
蝋
箋
文
様
表
紙
、
縦
二
九
・
二
糎
、
横
二
二
・
六
糎
、
表

紙
左
肩
打
付
書

｢

端
和
歌
雅
―親
卿

中
大
か
い

雅
―俊
卿

奥
語
末
雅
―親
卿｣

。
本
紙
四
紙
、
①
〜
③
楮
紙
、
④

斐
紙
、
裏
打
を
施
す
、
縦
二
九
・
二
糎
、
横
①
二
・
八
糎
、
②
三
九
・
〇
糎
、
③
四

四
・
二
糎
、
④
三
五
・
七
糎
、
第
一
紙
は
第
二
紙
の
端
を
切
断
し
て
本
来
の
端
裏
書

を
表
面
に
移
し
た
も
の
な
ら
ん
。
第
一
紙
の
み
紙
背
文
書
あ
り
、
歌
書
類
の
函
目
録

か
、
折
紙
な
ら
ん
。
軸
付
紙
縦
二
九
・
二
糎
、
横
一
〇
・
八
糎
、
軸
付
紙
左
下
墨
書

｢

寛
政
六
十
中
旬
、
為
一
巻
、｣

。
頭
切
軸
。

�

雅
俊
卿
御
筆
御
詠
草
肩
抜
鹿
事

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
七)]

巻
子
一
軸
。
後
補
素
紙
蝋
箋
文
様
表
紙
、
縦
三
一
・
五
糎
、
横
二
二
・
一
糎
、
表

紙
左
肩
打
付
書

｢

雅
―俊
卿
御
筆
御
詠
草

肩
抜
鹿
事｣

。
本
紙
二
紙
、
楮
紙
、
裏
打
を
施
す
、

縦
三
一
・
五
糎
、
横
①
四
四
・
二
糎
、
②
四
三
・
九
糎
、
両
紙
と
も
紙
背
文
書
あ
り
、

①
裏
・
飛
鳥
井
雅
俊
一
首
和
歌
懐
紙
案
か
、
②
裏
・
武
家
月
次
和
歌
御
会
廻
状
土
代

か
、
折
紙
。
軸
付
紙
縦
三
一
・
五
糎
、
横
四
一
・
六
糎
。
頭
切
軸
。

�

内
裏
月
次
題
分
配

[

一
〇
―
い
―
四

(

六
八)]

巻
子
一
軸
、
も
と
袋
綴
冊
子
本
を
改
装
。
後
補
茶
染
紙
表
紙
、
縦
二
七
・
二
糎
、

横
二
四
・
四
糎
、
表
紙
左
肩
打
付
書

｢

内
裏
月
次
題
分
配
文
明
十
三

正
十
八

｣

。
本
文
七
紙
、

楮
紙
、
裏
打
を
施
す
、
縦
二
七
・
二
糎
、
①
四
〇
・
六
糎
、
②
四
一
・
五
糎
、
③
四

一
・
二
糎
、
④
四
〇
・
八
糎
、
⑤
四
一
・
〇
糎
、
⑥
四
一
・
一
糎
、
⑦
四
〇
・
九
糎
、

第
一
紙
は
原
表
紙
、
右
半
中
央
打
付
書

｢

十
八
日｣

、
同
左
上
打
付
書

｢

内
裏
御
月

次
題
紙
背
文
明
十
三

正
十
八

｣

。
軸
付
紙
縦
二
七
・
二
糎
、
横
一
一
・
六
糎
、
軸
付
紙
左
下

墨
書

｢

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣

。
頭
切
軸
。

七
軸
の
う
ち
�
・
�
・
�
・
�
の
四
軸
に
つ
い
て
、｢

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣

あ

る
い
は

｢

寛
政
六
十
中
旬
、
為
一
巻
、｣

な
ど
の
成
巻
に
か
か
る
識
語
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
�
〜
�
の
外
題
と
も
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

外
題
に
お
い
て
雅
世
・
雅
親
・
雅
俊
三
名
の
諱
に
つ
い
て
、
下
字
を
憚
っ
て
棒
引
で

示
し
た
の
ち
に
傍
書
し
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
そ
の
子
孫
の
手
に
な
る
も
の
だ
と

推
察
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
寛
政
六
年

(

一
七
九
四)

に
お
け
る
飛
鳥
井
家
の
当
主
で
あ
る
雅

威
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
早
稲
田

大
学
中
央
図
書
館
所
蔵

『

荻
野
研
究
室
収
集
文
書』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
年
未
詳
九

月
十
日
飛
鳥
井

(
雅
親)

充
禅
空

(

転
法
輪
三
条
実
量)

書
状
に
貼
継
が
れ
た
一
紙

に
は
、
寛
政
三
年
春
に
飛
鳥
井
雅
威
が
表
装
を
加
え
て
巻
子
に
仕
立
て
た
こ
と
を
記

し
て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
右
に
述
べ
た
識
語
や
外
題
と
も
一
致
し
て
い
る

(

６)

。
こ
れ
に
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よ
っ
て
、
右
の
推
測
の
と
お
り
、
雅
威
の
整
理
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

(

７)

。

ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

(

以
下
、
史
料
編
纂
所
と
略
す)

の
所
蔵
に
な
り
、

飛
鳥
井
家
の
旧
蔵
に
か
か
る

『

飛
鳥
井
雅
縁
譲
状』

(

貴
〇
二
―
一
七)

、『

飛
鳥
井

雅
親
消
息
案』

(
貴
〇
二
―
一
九)

、『

飛
鳥
井
雅
康
消
息』

(

貴
〇
二
―
一
八)

の
三

軸
の
軸
付
紙
に
も
、
同
一
の
筆
跡
で

｢

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣

お
よ
び

｢

寛
政
六

九
、
為
一
巻
、｣

と
い
う
墨
書
が
あ
り
、
雅
威
は
寛
政
六
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け

て
盛
ん
に
家
伝
の
文
書
類
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
成
巻
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る

(

８)

。

さ
ら
に
、
飛
鳥
井
雅
親
の
手
に
な
る
組
題
三
点
を
収
め
る
�
の
外
題
の
う
ち
に

｢

百
首
雅
光
不
慮
得
之
、｣

と
あ
り
、
雅
威
の
子
雅
光
の
代
に
至
っ
て
新
た
に
入
手
し

た
雅
親
筆
の
百
首
題
を
追
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
飛
鳥

井
家
に
お
い
て
相
伝
・
増
補
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
い
え
る
。

そ
の
後
の
伝
来
の
過
程
を
詳
細
に
追
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『

大
日
本
史

料』

第
八
編
の
編
纂
の
た
め
に
蓄
積
さ
れ
た
編
年
カ
ー
ド
に
よ
る
と
、
大
正
十
五
年

(

一
九
二
六)

十
二
月
に
は
伯
爵
松
浦
家

(

旧
肥
前
平
戸
藩
主)

に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
あ
る

(

９)

。
さ
ら
に
、
先
に
触
れ
た
史
料
編
纂
所
所
蔵

『
飛
鳥
井

雅
縁
譲
状』

以
下
の
三
点
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
松
浦
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
後
期
に
飛
鳥
井
家
に
お
い
て
整
理
さ
れ

た
史
料
を
、
い
つ
・
ど
の
よ
う
に
と
い
う
点
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
あ

る
程
度
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
松
浦
家
が
架
蔵
す
る
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

史
料
編
纂
所
所
蔵
の
三
点
に
つ
い
て
は
、『

弘
文
荘
待
賈
古
書
目』

五
号

(

一
九

三
五
年)

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
九
年

(

一
九
三
四)

十
一
月
の
東
京
美
術
倶

楽
部
に
お
け
る
松
浦
家
の
売
立
て
の
際
に
反
町
茂
雄
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い

(

�)

。
お
そ
ら
く
、『

飛
鳥
井
家
和
歌
関
係
資
料』

七
軸
も
同
時
期
に
市
場

に
出
た
も
の
で
、
弘
文
荘
以
外
の
書
肆
の
手
を
経
て
第
一
高
等
学
校
の
架
蔵
に
帰
し

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

二

内
容

つ
ぎ
に
、
こ
の
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
い
が
、
紙
幅
に
制
限
が
あ
り
、
さ

ら
に
和
歌
の
研
究
を
任
と
し
な
い
筆
者
が
す
べ
て
に
つ
い
て
十
分
な
解
説
を
加
え
る

こ
と
は
困
難
な
の
で
、
主
と
し
て
飛
鳥
井
家
と
将
軍
家
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
諸
階

層
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
注
目
す
べ
き
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た

い
。�

は
、
飛
鳥
井
雅
親

(

法
名
栄
雅)

が
長
享
三
年

(

一
四
八
九)

二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
記
し
た
加
証
奥
書
二
点
お
よ
び
書
写
奥
書
一
点
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、

筆
跡
か
ら
み
て
も
、
雅
親
自
身
の
手
に
な
る
控
え
だ
と
判
断
さ
れ
る
。

一
点
目
は
、
最
後
の
勅
撰
集

『

新
続
古
今
和
歌
集』

の
写
本
に
施
し
た
加
証
奥
書

で
、
周
防
・
長
門
・
筑
前
・
豊
前
の
四
箇
国
の
守
護
で
あ
っ
た
大
内
政
弘

(

�)

の
求
め
に

応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
同
集
の
撰
者
飛
鳥
井
雅
世(

雅
親
の
父)

が
、
撰
集
に
あ
た
っ

て
和
歌
所
開
闔
を
つ
と
め
た
常
光
院
尭
孝
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
中
書
本
を
、
姉
小

路
基
綱
が
臨
写
し
た
と
い
う
該
本
の
来
歴
を
記
し
、
つ
い
で
大
内
氏
と
勅
撰
集
と
の

関
係
に
渉
り
、
自
ら
が
単
独
撰
者
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
勃

発
に
よ
っ
て
中
絶
し
た
い
わ
ゆ
る
寛
正
勅
撰
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

二
点
目
は
、
六
角
高
頼
を
伐
つ
た
め
出
征
し
て
近
江
鈎

(

現
滋
賀
県
栗
東
市)

の

陣
に
あ
っ
た
将
軍
足
利
義
尚

(

長
享
二
年
八
月
に
義
煕
と
改
名
、
本
稿
で
は
義
尚
に

統
一)

の
許
を
訪
れ
た
際
、
陣
所
か
ら
ほ
ど
近
い
蜂
屋
の
旅
宿
に
お
い
て
、
義
尚
の

側
近
結
城
政
胤

(

�)

の
求
め
に
応
じ
て
書
写
し
た

『

古
今
和
歌
集』

に
載
せ
た
奥
書
で
あ

る
。三

点
目
は
、
書
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
二
点
目
と
同
じ
く

『

古
今

和
歌
集』

の
加
証
奥
書
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
細
川
政
元
の
被
官
で
摂
津
下
郡

守
護
代
で
あ
っ
た
薬
師
寺
長
盛

(

�)

の
求
め
に
応
じ
、
飛
鳥
井
雅
縁
の
手
に
な
る
本
を
松
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木
宗
綱
が
書
写
し
た
と
い
う
該
本
の
来
歴
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
は
、
外
題
つ
ま
り
雅
威
の
判
断
に
よ
る
な
ら
ば
、
雅
親
の
筆
に
か
か
る
組
題
三

種
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
筆
跡
の
検
討
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
寛
政
六
年
に
飛
鳥
井
雅
威
が
成
巻
を
施
し
た
時
点
で
は
二
点

目
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
雅
威
の
子
雅
光
が
新
た
に
入
手
し
た
三
点
目
を
継

ぎ
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
点
目
ま
で
は
飛
鳥
井
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
三
点
目
は
先
祖
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
後
年
に
入
手
し
た
も

の
で
、
本
来
的
に
は
同
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
点
目
の
五
十
首
題
は
、
特
に
注
記
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
雅
親
の
家
集

『

亜
槐
集』

に
所
収
さ
れ
る
五
十
首
和
歌
と
同
題
で
あ
る
。
こ
の
五
十
首
和
歌
に
つ

い
て
は
、
足
利
義
政
の
家
集

『

義
政
公
集』
所
収
の

｢

文
明
十
七
年
四
月
十
二
日
室

町
大
納
言
家
、
都
五
十
首｣

と
い
う
端
作
り
を
有
す
る
五
十
首
和
歌
と
同
題
で
あ
り
、

義
尚
が
打
聞
撰
集
の
た
め
に
文
明
十
五
年

(

一
四
八
三)
か
ら
同
十
七
年
に
か
け
て

諸
歌
人
に
五
十
首
の
詠
進
を
命
じ
た
こ
と
に
応
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る

(

�)

。
と
す
れ
ば
、
こ
の
五
十
首
題
は
義
尚
の
打
聞
の
た
め
の
撰
歌
五
十
首
の

組
題
の
控
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
組
ん
だ
の
が
雅
親
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝

え
る
も
の
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
の
三
十
首
題
は
、
も
と
の
端
裏
書
と
思
わ
れ
る
も
の
が
端
に
貼
付
さ
れ
て

あ
り
、
そ
こ
に

｢

□

[

卅]

首
題
池
田
民
ヽ
申
、

文
明
十
八
五
九
、｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
明

十
八
年
五
月
九
日
、｢

池
田
民
ヽ｣

の
求
め
に
応
じ
て
与
え
た
三
十
首
題
の
控
え
な

の
で
あ
る
。｢

池
田
民
ヽ｣

と
は
、
摂
津
の
有
力
国
人
で
、
細
川
京
兆
家
被
官
と
な
っ

て
い
た
池
田
民
部
丞
綱
正

(

�)

の
こ
と
で
あ
る
。
綱
正
を
含
む
池
田
氏
の
文
芸
活
動
に
つ

い
て
は
、
鶴
崎
裕
雄
の
研
究
が
あ
り
、
歌
人
招
月
庵
正
広
や
連
歌
師
宗
祇
・
肖
柏
と

の
交
流
が
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る

(

	)

。
歌
題
を
与
え
た
こ
と
の
意
味
は
、
小
川
剛
生

が
説
く
よ
う
に
、
門
弟
に
対
す
る
作
歌
指
導
の
一
環
で
あ
ろ
う
か
ら

(


)

、
こ
の
組
題
の

存
在
に
よ
っ
て
、
綱
正
が
雅
親
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

三
点
目
の
百
首
題
に
は
、
伝
来
を
示
す
奥
書
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長

享
元
年
六
月
、
結
城
政
広
が
小
河
御
所
に
お
い
て
拝
領
し
た
も
の
で
、
元
来
、
雅
親

が
書
い
て
進
上
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
政
広
は
、
前
出
の
同
政
胤
の
前
名
で
あ
り
、

当
時
小
河
御
所
を
居
所
と
し
て
い
た
義
尚
の
側
近
で
あ
る
。
政
広
に
こ
の
百
首
題
を

下
賜
し
た
の
は
義
尚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
以
て
こ
れ
を
雅
親

が
義
尚
の
た
め
に
筆
を
揮
っ
た
百
首
題
だ
と
断
言
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
お
ぼ
え
ざ

る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が

『

義
政
公
集』

所
収
の

｢

文
明
十
七
年
九
月

九
日
始
之
、
十
二
月
十
九
日
終
、
日
一
首
、
都
百
首｣

と
い
う
端
作
り
の
あ
る
百
首

の
日
課
和
歌
と
同
題
で
あ
り
、
義
政
の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雅
親
が
将
軍
な
い
し
前
将
軍
の
た
め
に

書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
政
広
の
手
に
な
る
伝
領
奥
書
の
奥
に
は
、
明
応
八
年

(

一
四
九
九)

宗
柏

な
る
人
物
が
こ
の
百
首
題
を
元
胤
に
譲
り
与
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
柏
と

は
、
義
尚
の
病
歿
後
間
も
な
く
失
脚
し
て
出
家
し
た
政
胤
の
法
名
に
ほ
か
な
ら
な
い

(

た
だ
し
、
出
家
を
契
機
と
し
て
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
二
つ
の
花
押
は
形
状
を

全
く
異
に
し
て
い
る)

。
一
方
、
元
胤
と
は

『

後
法
興
院
関
白
記』

に

｢

結
城
十
郎

元
胤｣

と
見
え
て
お
り

(

�)

、
政
胤
と
の
後
嗣
た
る
人
物
で
あ
っ
た

(

�)

。
す
な
わ
ち
、
結
城

家
に
お
い
て
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
、
江

戸
時
代
後
期
に
至
っ
て
飛
鳥
井
雅
光
が
入
手
す
る
ま
で
の
伝
来
の
過
程
は
不
明
と
な

る
。�

は
、
雅
威
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
雅
親
の
筆
に
か
か
る
二
点
と
そ
の
子
雅
俊
の
筆

に
か
か
る
一
点
と
を
貼
り
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
雅
俊
筆
と
さ
れ
る
二
点
目
は
、

後
闕
の
文
書
だ
が
、
摂
津
国
内
の
所
領
の
支
配
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
和
歌
と
の

関
わ
り
も
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
一
軸
が
残
簡
と
い
う
べ
き
も
の
を
貼
り
継
い
で
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雅
親
筆
と
さ
れ
る
三
点
目
は
、『

古
今
和

歌
集』

真
名
序
の
一
部
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
点
の
な
か
で
唯
一
飛
鳥
井
家
と
武
士
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と
の
関
わ
り
を
伝
え
て
い
る
の
が
一
点
目
で
あ
り
、
雅
親
が
持
是
院
こ
と
斎
藤
妙
椿

(

�)
に
送
っ
た
書
状
の
案
文
で
あ
っ
た
。

こ
の
書
状
案
は
、
端
に
貼
付
さ
れ
た
も
と
の
端
裏
書
と
思
わ
れ
る
部
分
に

｢

持
是

院
ヘ
遣
状
哥
門
弟
事
、
案
応
仁
三
二
十
六｣

と
記
さ
れ
て
あ
る
と
お
り
、
応
仁
三
年

(

一
四
六
九)

、
雅
親
が
妙
椿
を
歌
道
の
門
弟
と
し
て
認
め
た
、
つ
ま
り
入
門
を
許
可

し
た
文
書
の
案
文
だ
と
い
え
る
。
妙
椿
が
入
門
を
望
ん
で
誓
詞
を
提
出
し
た
の
に
対

し
て
、
こ
れ
を
承
知
す
る
と
と
も
に
十
五
首
題
を
送
り
、
詠
歌
の
送
付
を
う
け
れ
ば

加
点
な
い
し
添
削
す
る
こ
と
を
約
し
た
わ
け
で
あ
る
。

妙
椿
は
、
美
濃
守
護
代
で
あ
り
、
当
時
西
軍
の
主
将
の
ひ
と
り
と
し
て
京
都
に
あ
っ

た
守
護
土
岐
成
頼
の
留
守
を
預
か
り
美
濃
を
押
さ
え
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
雅
親
は
、

文
明
三
年
八
月
お
よ
び
同
五
年
三
月
に
も
美
濃
に
妙
椿
を
訪
ね
て
お
り

(

�)

、
同
八
年
九

月
に
は
妙
椿
の
求
め
に
応
じ
て

『

古
今
和
歌
集』
を
書
写
し
た

(

�)

こ
と
も
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
書
状
の
文
面
ど
お
り
、
こ
れ
以
後

｢

親
昵
之
思｣

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
両
者
の
親
密
な
関
係
の
起
点
に
な
っ
た
文
書
で
あ
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

�
は
、
雅
威
の
判
断
に
従
え
ば
、
雅
俊
の
筆
に
か
か
る
二
点
を
貼
り
継
い
だ
も
の

で
あ
り
、
内
容
・
筆
跡
と
も
に
そ
の
判
断
を
支
持
し
て
い
る
。

一
点
目
は
、
雅
俊
の
和
歌
懐
紙
の
草
案
と
み
る
べ
き
も
の
で
、
現
状
の
表
に
は
三

首
懐
紙
、
裏
面
に
は
一
首
懐
紙
が
書
か
れ
て
い
る
。
三
首
懐
紙
の
側
に
は
、
合
点
が

加
え
ら
れ
、
添
削
の
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
ち
ら
が
一
次
利
用
面
、
つ
ま
り
本
来

の
紙
背
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
一
首
懐
紙
の
側
が
二
次
利

用
面
で
あ
り
、
表
裏
を
翻
し
て
貼
り
継
が
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

二
点
目
は
、
東
山
殿
つ
ま
り
義
政
か
ら
質
問
の
あ
っ
た

｢

肩
ぬ
く
鹿｣

な
る
語
に

つ
い
て
回
答
す
る
た
め
の
消
息
の
草
案
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、『

堀
河
百
首』

に
収

め
る

｢

か
ぐ
山
の
は
は
か
が
し
た
に
う
ら
と
け
て
か
た
ぬ
く
鹿
は
妻
恋
ひ
な
せ
そ｣

(

大
江
匡
房)

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、『

万
葉
集』

十
四
の
東
歌

｢

武
蔵
野
尓
宇
良
敝

可
多
也
伎
麻
左
弖
尓
毛
乃
良
奴
伎
美
我
名
宇
良
尓
弖
尓
家
里｣

(

ム
ザ
シ
ノ
ニ
ウ
ラ

ヘ
カ
タ
ヤ
キ
マ
サ
デ
ニ
モ
ノ
ラ
ヌ
キ
ミ
ガ
ナ
ウ
ラ
ニ
デ
ニ
ケ
リ)

に
つ
い
て
尋
ね
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
裏
面
に
は
、
雅
俊
の
書
状

(

折
紙)

の
草
案
が
あ
っ
て
、
墨
線
に
よ
っ
て
抹

消
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ち
ら
が
一
次
利
用
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
折
紙
は
、
二
十
五
日
を
定
例
と
し
て
義
尚
が
小
河
御
所
で
催
し
た
月
次
和
歌
会

に
お
け
る
歌
題
を
知
ら
せ
る
廻
状
で
あ
る
。
こ
の
時
の
歌
題
は
秋
田
・
暁
月
・
卜
恋

で
あ
り
、
義
尚
の
家
集

『

常
徳
院
詠』

に
文
明
十
七
年
八
月
二
十
五
日
の
月
次
会
の

詠
歌
と
し
て
暁
月
お
よ
び
卜
恋
の
二
首
が
載
せ
ら
れ
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
同
年
の

も
の
と
考
え
て
よ
い
。『

親
長
卿
記』

同
年
十
一
月
二
十
五
日
条
に
よ
る
と
、
雅
俊

は
義
尚
の
月
次
会
の
奉
行
で
あ
っ
た
。
禁
裏
月
次
和
歌
会
に
つ
い
て
は
、
詠
歌
は
も

ち
ろ
ん
、
廻
状
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
府
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
史
料

が
乏
し
く
、
希
有
な
史
料
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、『

飛
鳥
井
家
和
歌
関
係
資
料』

七
軸
に
つ
い
て
、
書
誌
お
よ
び
そ
の
伝
来

を
略
述
す
る
と
と
も
に
、
飛
鳥
井
家
と
将
軍
家
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
諸
階
層
と
の

関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
っ
て
注
目
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
き
た
。

飛
鳥
井
家
は
、
室
町
時
代
前
期
に
雅
縁

(

宋
雅)

が
足
利
義
満
か
ら
信
任
を
得
た

こ
と
で
公
武
歌
壇
に
お
い
て
指
導
的
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
武
家

と
の
関
わ
り
は
、
将
軍
家
に
と
ど
ま
ら
ず
、
守
護
・
将
軍
の
近
習
・
守
護
代
・
有
力

国
人
と
い
う
諸
階
層
に
及
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
は
、
飛
鳥
井
家
と

武
家
諸
階
層
と
の
つ
な
が
り
を
非
常
に
よ
く
示
し
て
お
り
、
室
町
時
代
の
文
化
の
有

り
様
を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
な
史
料
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
解
説
に
及
ば
な
か
っ
た
残
り
の
史
料

(

�)

は
、
専
ら
禁
裏
と
の
関
係
に
か

か
る
も
の
で
、
当
該
期
の
宮
廷
歌
壇
に
お
け
る
飛
鳥
井
家
の
指
導
的
な
地
位
を
示
す
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も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
、
こ
の
解
題
を
閉
じ
た
い
。

[

註]

(

１)

架
蔵
番
号
一
〇
―
い
―
四

(

六
二)

〜

(

六
八)

。

(

２)

延
広
真
治

｢

教
養
学
部
国

文
研
究
室

和
漢
書
目
録｣

(『

東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要』

六
八
号
、
一
九
七
八
年)
。

(

３)

井
上
宗
雄

『

中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期

[

改
訂
新
版]』

(

風
間
書
房
、
一
九

八
四
年)

の
う
ち

｢

室
町
前
期
歌
書
伝
本
書
目
稿｣

文
明
十
三
年
正
月
十
八
日
内
裏

月
次
始
の
項
。
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
小
川
剛
生

『

武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
―
鎌

倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
―』

(

角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年)

が
、
一
七
八
頁

に

『

飛
鳥
井
家
和
歌
関
係
史
料』

三
の
う
ち
第
三
紙
・
第
四
紙
、
飛
鳥
井
雅
親
が
池

田
綱
正
に
与
え
た
三
十
首
題
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る

(

後
述)

。

(

４)

同
冊
の
概
要
に
つ
い
て
は
、『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報』

四
二
号

(

二
〇
〇
七
年)

三
二
〜
三
四
頁
を
参
照
。

(

５)

第
一
軸

(

三
〇
六
〜
三
〇
七
、
三
一
一
〜
三
一
二
頁)

、
第
三
軸

(

二
七
八
〜
二
八

〇
、
三
八
八
頁)

、
第
四
軸

(

二
七
四
頁)

、
第
五
軸

(

三
八
九
〜
三
九
〇
頁)

。
ま
た
、

第
四
軸
の
う
ち
飛
鳥
井
雅
親
仮
名
消
息
に
つ
い
て
は
、
挿
入
図
版
と
し
て
折
込
で
写

真
を
掲
載
し
て
あ
る
。

(

６)
『

早
稲
田

大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書

国
書
篇
十
五

古
文
書
集
二』

(

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一

九
八
六
年)

二
六
八
〜
二
七
〇
頁
。
註
８
も
参
照
。

(

７)

飛
鳥
井
雅
俊
の
家
集

『

園
草』

(

井
上
宗
雄
氏
所
蔵
自
筆
本
、『

私
家
集
大
成』

中

世
Ⅳ
所
収)

に
は
、｢

雅
―俊

卿
御
集
号
園
草
、

御
自
筆
、
有
虫
損
之
間
、
令
加
裏
紙
、
此
一
冊
全

部
歟
、
聊
有
疑
、
以
類
本
可
令
校
合
者
也
、
／
寛
政
元
年
中
秋

雅
威｣

と
い
う
修

補
奥
書
あ
り
、
雅
威
が
家
伝
の
家
集
に
つ
い
て
も
整
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

(

８)

こ
の
三
軸
の
写
真
は

『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
三

室
町
武
家
関
係
文
芸

集』
(

八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年)

に
収
載
し
て
あ
る
。
雅
威
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

｢

飛
鳥
井
雅
親
消
息
案｣

の
解
説
を
参
照
。

(

９)

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
�
の
二
点
目
に
つ
い
て
は
、｢

応
仁
三
年
正
月
十
三
日｣

の
年

月
日
に
か
け
て
書
名

｢

御女
房
奉
書

会
始
題

題
者
書
付｣

、
要
件

｢

御
会
始
題｣

を
載
せ
る
ほ
か
、

備
考
と
し
て

｢

松
浦
家
出
陳
目
録
、
大
正
15
・
12
・
７
展
観｣

と
記
さ
れ
て
あ
る
。

(

10)

飛
鳥
井
家
旧
蔵
文
書
に
し
て
旧
大
名
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
は
、
ほ

か
に
長
府
毛
利
家
旧
蔵
の
手
鑑

『

万
代
帖』

(

古
筆
学
研
究
所
編

『

手
鑑

｢

萬
代
帖｣』

[

山
口
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年]

に
よ
る)

に
所
収
さ
れ
る

(

永
正
五
年)

六

月
十
日
南
殿

(

飛
鳥
井
雅
俊)

充
飛
鳥
井
雅
康

(

宋
世)

書
状
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
松
茂
美

｢

萬
代
亀
四
郎
翁
遺
愛
の
手
鑑

｢

萬
代
帖｣

―
伝
来
の
由
緒
と
価

値
―｣

(

古
筆
学
研
究
所
編
前
掲

『

手
鑑

｢

萬
代
帖｣』

所
収)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
手

鑑
は
明
和
九
年

(

一
七
七
二)

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
当
該

文
書
に
は
古
筆
了
祐

(

一
六
四
五
〜
八
四)

の
極
札
が
付
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

中
期
ま
で
に
飛
鳥
井
家
の
手
を
離
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
雅
威
の
整
理
以

前
に
同
家
か
ら
流
出
し
た
文
書
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

11)

た
だ
し
、
こ
の
時
の
入
札
目
録
に
は
見
え
て
い
な
い
の
で
、
反
町
茂
雄

『

一
古
書

肆
の
思
い
出』

二

(

平
凡
社
、
一
九
八
六
年)

九
八
頁
に
記
述
の
あ
る
別
室
の
雑
品

の
う
ち
で
あ
ろ
う
か
。

(

12)

大
内
政
弘
の
文
芸
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
米
原
正
義

『

戦
国
武
士
と
文
芸
の

研
究』

(

桜
楓
社
、
一
九
七
六
年)

を
参
照
。
な
お
、
政
弘
の
家
集

『

拾
塵
和
歌
集』

九

(『

私
家
集
大
成』

中
世
Ⅳ
所
収)

に
は
、
こ
の
奥
書
を
目
に
し
た
際
の
政
弘
の
詠

歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
奥
書
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
命
で
書
写
さ
れ

た
禁
裏
本
二
十
一
代
集
を
親
本
と
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
飛
鳥
井
雅
章
本

『

新
続

古
今
和
歌
集』

に
も
対
校
本
の
そ
れ
と
し
て
見
え
て
い
る
。

(

13)

結
城
政
胤
に
つ
い
て
は
、
設
楽
薫

｢

足
利
義
尚
政
権
考
―
近
江
在
陣
中
に
お
け
る

『

評
定
衆』

の
成
立
を
通
し
て
―｣

(『

史
学
雑
誌』

九
八
編
二
号
、
一
九
八
九
年)

を

参
照
。

(

14)
薬
師
寺
長
盛
に
つ
い
て
は
、
末
柄
豊

｢『

不
問
物
語』

を
め
ぐ
っ
て｣

(『

年
報
三
田

中
世
史
研
究』

一
五
号
、
二
〇
〇
八
年)

を
参
照
。

(

15)

井
上
宗
雄
・
中
村
文
編

『

中
世
百
首
歌』

八

(

古
典
文
庫
、
一
九
九
〇
年)

の
解

題
の
う
ち
五
・
詠
五
十
首
和
歌
に
か
か
る
部
分
を
参
照
。

(

16)
『

松
下
集』
四

(『

私
家
集
大
成』

中
世
Ⅳ
所
収)

に

｢

十
月
八
日

(

長
享
元
年)

、
池
田
民
部
丞

藤
原
綱
正
所
に
て
一
座
の
中
に｣

と
あ
る
。
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(
17)

鶴
崎
裕
雄

｢｢

松
下
集｣

｢

池
田
千
句｣

ほ
か
と
摂
津
池
田
氏｣

(

同

『

戦
国
の
権
力

と
寄
合
の
文
芸』

[

和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年]

第
四
章
第
二
節
、
初
出
は
一
九
七
六

年)
。

(

18)

小
川
剛
生
前
掲

『

武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
―
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
―』

。

(

19)

文
亀
三
年
六
月
十
六
日
、
同
年
十
一
月
十
一
日
、
永
正
二
年
正
月
三
日
条
。

(

20)

結
城
元
胤

(
国
縁)

に
つ
い
て
は
、
設
楽
薫

｢

将
軍
足
利
義
晴
期
に
お
け
る

｢

内

談
衆｣

の
成
立

(

前
編)
―
享
禄
四
年

｢

披
露
事
条
々｣

の
検
討
を
め
ぐ
っ
て
―｣

(『

室
町
時
代
研
究』

一
号
、
二
〇
〇
二
年)

を
参
照
。

(

21)

斎
藤
妙
椿
に
つ
い
て
は
、
横
山
住
雄

『

美
濃
の
土
岐
・
斎
藤
氏
―
利
永
・
妙
椿
と

一
族
―』

(

教
育
出
版
文
化
協
会
、
一
九
九
二
年)

を
参
照
。

(

22)
『

国
華
余
芳』

所
収
高
橋
善
太
郎
氏
所
蔵

(

文
明
三
年)

八
月
十
九
日
姉
小
路

(

基

綱)

御
陣
充
斎
藤
妙
椿
書
状
、
平
野
神
社
所
蔵

『

蹴
鞠
条
々
口
伝』

(『

大
日
本
史
料』

第
八
編
之
四
十
、
三
四
四
〜
三
五
一
頁)

。

(

23)

東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
勅
封
六
十
九
函
五
号
四

『
飛
鳥
井
烏
丸
両
家
蔵
本
御
目
録』

(『

大
日
本
史
料』

第
八
編
之
四
十
、
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁)
。

(

24)

�
の
一
点
目
の
飛
鳥
井
雅
親
仮
名
消
息
は
、
内
容
的
に
は
後
土
御
門
天
皇
に
充
て

た
も
の
で

(

形
式
的
に
は
近
侍
の
女
房
充
て)

、
切
封
墨
引
の
存
在
を
鑑
み
れ
ば
、
実

際
に
天
皇
の
許
に
わ
た
っ
て
禁
裏
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と

す
れ
ば
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
に
子
孫
が
禁
裏
に
願
い
出
て
下
賜
さ
れ
た
も
の
だ
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

[

附
記]

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究

｢

飛
鳥
井
雅
親
・
雅
康
の
伝
記
史

料
の
集
成
と
研
究｣

(

基
盤
研
究
Ｃ�
、
課
題
番
号
一
九
五
二
〇
一
三
七)

の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

[

釈
文]

凡
例

一
、
漢
字
の
字
体
は
、
常
用
字
体
を
用
い
た
。

一
、
本
文
に
は
、
読
点

(

、)

お
よ
び
並
列
点

(

・)

を
適
宜
加
え
た
。

一
、
抹
消
文
字
は
、
左
傍
に
〃
を
付
し
て
表
し
た
。
た
だ
し
、
七
は
、
印
行
上
煩

雑
に
な
る
た
め
、
抹
消
文
字
に
つ
い
て
翻
刻
を
行
わ
な
か
っ
た
。

一
、
原
本
の
欠
損
文
字
は
、
□
を
以
て
示
し
た
。

一
、
原
本
の
文
字
に
置
き
換
え
る
べ
き
も
の
に
は

[
]

、
参
考
ま
た
は
説
明
の

た
め
の
も
の
に
は

(
)

を
以
て
傍
注
を
施
し
た
。

一
、
必
要
に
応
じ
て
按
文
を
付
し
、
文
頭
に
○
を
加
え
て
本
文
と
区
別
し
た
。

一
、
原
本
の
本
紙
紙
継
目
は
、』

を
以
て
示
し
た
。
た
だ
し
、
七
は
、
紙
継
目
に

加
え
て
原
装
の
袋
綴
冊
子
の
時
点
に
お
け
る
丁
の
表
裏
の
替
わ
り
目
に
つ
い

て
も
こ
れ
を
加
え
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
よ
り
御
許

可
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

一

飛
鳥
井
雅
親
筆
勅
撰
集
奥
書
案

｢

新

(

後
補
表
紙
外
題)

続
古
今
集
奥
書
認
栄
雅
筆｣

｢

大

(

モ
ト
端
裏
書
カ)

内
政
弘
朝
臣
申
新
続
古
今
新
写
奥
書
如
□

[

此]

、｣
』

此
本
者
、
亡

(

飛
鳥
井
雅
世)

父
贈
大
納
言
卿
、
奏
覧
本
清
書
之
時
、
為
中
書
、
先
仰
尭
孝
法
印

于
時
和
歌

所
開
闔
、
一
本
令
書
写
訖
、
其
本
于
今
存
在
矣
、
仍
以
件
本
今
度
姉
小
路
宰
相
基
綱
卿
、

終
臨
写
之
功
、
尤
可
為
証
本
者
也
、
抑
新
後
拾
遺
・
新
続
古
今
両
集
、
多

(

大
内
義
弘
・
持
世)

々
良
之

先
君
二
代
、
為
現
存
之
作
者
而
数
首
被
顕
其
名
炳
焉
也
、
然
募
譜
代
之
号
、
父
祖

猶
継
踵
可
被
応
其
撰
之
処
、
贈

(

大
内
教
弘)

三
品
已
来
、
撰
集
中
絶
矣
、
爰
余
適
奉
綸
命
、
欲

令
再
興
之
日
、
兵
塵
起
於
九
重
、
魔
風
動
于
四
遠
、
因
茲
、
風
雅
之
沙
汰
中
道
而

廃
、
頗
可
謂
遺
恨
者
〃也乎、
足
下
幸
富
歌
林
之
良
材
、
盍
歩
累
葉
之
芳
躅
哉
、
于
時
長

享
三
年
春
二
月
、
応(

大
内
政
弘)

左
兆
京

之
命
聊
記
耳
、栄

(

飛
鳥
井
雅
親)

雅
判

』

結
城
越
後

(

政
胤)

所
望
古
今
ヽ
ヽ

此
一
帖
、
依
結
城
越
後
守
藤
原
政
胤
懇
切
之
所
望
、
凌
七
十
有
余
之
老
眼
、
走〃
筆〃
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終
写
功
与
之
、

予
参
江
州
之
御
陣
之
次
、
於
蜂
屋
旅
館
走
筆
豈
成
文

○

豈
成
文
字
形
乎
、
深

〃
〃
〃

恥
外
見
者
也
、

長
享
三
年
二
月
十
六
日

沙
弥

○

栄
雅

(

花
押)

』

薬
師
寺
三
郎

(

長
盛)
左
衛
門
申
奥
書
如
此
、

此
本
、
以
祖

(

飛
鳥
井
雅
縁)

父
入
道
中
納
言
自
筆
本
、
中
御
門
大
納
言(

松
木)

宗
綱
卿
、

書
写
校
合
云
々
、

尤
可
為
証
本
者
也
、
披
見
之
次
、
聊
記
之
、

長
享
三
年
三
月
三
日

沙
弥
栄
雅
判

』

二

飛
鳥
井
雅
世
筆
和
歌
詠
草

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

�
御
筆
歟
、

雅

(

飛
鳥
井) ―世
卿
賢

可
考
、

筆

端
云
、

夏
暁
月｣

夏
暁
月

』

夏
の
夜
は
い
か
に
み
ち
ぬ
る
月
な
れ
と
い
つ
る
空
よ
り
あ
り
明
の
影

ま
ち
い
つ
る
山
の
は
な
か
ら
あ
り
明
の
月
に
お
と
ろ
く
み
し
か
夜
の
空

明
魏

(

花
山
院
長
親)

月
は
は
や
み
る
程
な
く
て
有
明
の
の
ち
や
八
声
の
鳥
も
な
か
ま
し

宋
雅

(

飛
鳥
井
雅
縁)

夏
草
滋

夏
草
の
花
な
き
ゆ
へ
の
こ
と
の
葉
に
あ
と
を
も
と
め
ぬ
し
き
し
ま
の
道

し
け
れ
た
ゝ
を
し
へ
し
道
も
た
え
ぬ
と
て
出
に
し
家
の
庭
の
夏
草

明
魏

こ
と
の
葉
の
し
け
き
に
な
る
ゝ
め
く
み
の
み
お
い
て
う
れ
し
き
杜
の
下
草

宋
雅

鵜
川
篝

よ
ひ
の
ま
に
い
て
ぬ
る
月
の
か
つ
ら
川
あ
け
暮○

か
け
て
か
ゝ
り
さ
せ
と
や

大
井
川
あ
さ
り
も
い
て
ぬ
み
し
か
夜
を
う
舟
の
か
ゝ
り
影
し
ら
む
な
り

明
魏

人
や
り
の
波
路
に
し
つ
む
し
ま
つ
鳥』

う
き
せ
し
ら
れ
て
か
ゝ
り
さ
す
な
り

宋
雅』

不
逢
恋

さ
き
の
世
を
お
も
へ
は
か
な
し
身
に
は
ま
た
む
く
ひ
あ
る
へ
き
つ
ら
さ
な
ら
ね
と

い
ま
は
た
ゝ
人
の
つ
ら
さ
も
さ
て
を
き
て
ち
き
り
な
き
身
を
な
け
く
は
か
り
そ
明
魏

お
も
ひ
河
た
の
む
契
も
あ
さ
き
せ
の
み
く
つ
や
つ
ゐ
に
す
ま
て
や
み
な
ん

宋
雅

契
待
恋

中
空
に
明
は
は
て
し
と
た
の
み
を
も
か
く
る
契
の
く
め
の
岩
は
し

し
は
し
ま
つ
な
み
た
に
な
さ
て
な
か
め
は
や
契
し
よ
ひ
の
袖
の
月
か
け

明
魏

偽
も
我
身
は
か
り
に
あ
る
世
か
と
と
ふ
方
な
く
て
夜
半
そ
ふ
け
行

宋
雅

惜
別
恋

し
た
ひ
か
ね
す
か
り
し
袖
に
あ
ま
り
き
て
な
み
た
を
わ
く
る
み
ち
し
は
の
露

心
も
て
せ
き
か
へ
す
へ
き
涙
さ
へ』

袖
に
と
ま
ら
ぬ
き
ぬ
�

の
空

明
魏

人
の
名
も
わ
か
名
も
空
に
立
わ
か
れ
あ
く
る
を
し
ら
て
猶
や
し
た
は
ん

宋
雅

懐
旧
涙

な
に
と
な
く
涙
に
な
り
ぬ
四
時
お
く
り
む
か
へ
し
月
日
お
も
へ
は

く
ち
ぬ
袖
む
か
し
も
恋
し
老
も
う
し
い
つ
れ
に
お
つ
る
な
み
た
な
り
と
も

明
魏

行
す
ゑ
の
ち
か
き
し

[

を
脱
カ]

ら
て
は
か
な
く
も
と
を
き
世
し
の
ふ
わ
か
涙
か
な

宋
雅

寄
神
祝

い
く
は
し
ら
あ
ら
は
れ
出
し
神
な
ら
ん
豊
葦
原
の
よ
ろ
つ
代
の
た
め

す
へ
ら
き
は
い
く
代
も
い
ま
せ
神
の
代
の
七
代
五
代
の
ち
か
ひ
か
は
ら
て

明
魏

住
吉
の
浜
の
宮
居
は
君
か
代
の
か
す
に
ま
さ
こ
を
よ
ま
ん
た
め
か
も

宋
雅

応
永
廿
六
年
五
月
十
八
日
、
以
勅
題
耕

(

花
山
院
長
親)

雲
禅
師
・
飛
鳥
井
黄

(

雅
縁)門
禅
門
詠
進
之
、

天
覧
以
後
被
出
、

』

三

飛
鳥
井
雅
親
筆
組
題

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

雅

(

飛
鳥
井) ―親
卿
御
筆
五
十
首
題

三
十
首
題

百
首

雅

(

飛
鳥
井)

光
不
慮
得
之
、｣

五
十
首
題

春
十
二
首

初
春

霞

朝
鶯

梅
薫
風

柳

帰
雁

春
暁
月
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山
花

禁
中
花

落
花

藤

暮
春

夏
七
首

葵

郭
公

早
苗

五
月
雨

夏
草

蛍

納
涼

秋
十
二
首

七
夕

荻

女
郎
花

叢
虫

鹿

待
月

木
間
月

惜
月

霧

擣
衣

紅
葉

九
月
尽

冬
七
首

時
雨

庭
霜

氷

河
千
鳥

雪

』

炭
竃

鷹
狩

恋
六
首

忍
恋

祈
恋

初
逢
恋

後
朝
恋

増
恋

恨

雑
六
首

名
所
浦

山
家

旅

述
懐

夢

祝

』

｢ (

モ
ト
端
裏
書
カ)

□

[

卅]

首
題
池
田
民
ヽ
申
、

文
明
十
八
五
九
、｣

』

三
十
首
題

都
初
春

梅
移
水

故
郷
春
月

依
花
待
人

花落
如
雪

池
款
冬

兼
惜
春

郭
公
一
声

五
月
雨
久

松
下
水

新
秋
風露

苅
萱
乱
風

閑
中
秋
夕

葦
辺
雁

月
前
遠
嶋

暁
対
月

菊
帯
霜

落
葉
残
秋

夜
千
鳥

連
峯
雪

寄
星
恋

寄
�渡湖ヽ

忘

[

寄
脱]

草
ヽ

寄
猪
ヽ

寄
挿
頭
ヽ

山
中
瀧

〃岸夕所
松

〃

〃

〃

〃

故岸頭
待
船
郷
迢
逓

海〃
〃辺
眺
望日暮

独
述
懐

｢ (

貼
紙)寛
政
六
十
下
旬
、
為
一
巻
、｣

』

百
首
題春

廿
首

歳
暮
立
春

山
霞

海
霞

旧
巣
鶯

沢
若
菜

松
残
雪

庭
梅

野
梅

朝
柳

故
郷
春
雨

春
月

暁
帰
雁

待
花

尋
花

見
花

折
花

惜
花

里
款
冬

池
藤

暮
春

夏
十
首

里
卯
花

挿
葵

杜
郭
公

関
郭
公

岡
郭
公

五
月
雨
久

田
辺
蛍

浦
夏
月

水
辺
納
涼

遠
夕
立

秋
廿
首

早
秋
朝

七
夕
夜
深

野
萩

荻
風

薄
露

夕
鹿

初
聞
雁

草
虫

河
霧

秋
田

禁
中
月

社
頭
月

古
寺
月

山
家
月

閑
居
月

隣
擣
衣

岸
菊

嶺
紅
葉

谷
紅
葉

九
月
尽

冬
十
首

』

行
路
時
雨

橋
落
葉

寒
草
霜

湖
氷

冬
月

湊
千
鳥

朝
雪

夕
雪

夜
雪

歳
暮

恋
廿
首

寄
山
恋

ヽ
嶺
ヽ

ヽ
杜
ヽ

ヽ
関
ヽ

ヽ
岡
ヽ

ヽ
野
ヽ

ヽ
原
ヽ

ヽ
河
ヽ

ヽ
江
ヽ

ヽ
沼
ヽ

ヽ
沢
ヽ

ヽ
池
ヽ

ヽ
瀧
ヽ

ヽ
橋
ヽ

ヽ
海
ヽ

ヽ
浦
ヽ

ヽ
浜
ヽ

ヽ
瀉
ヽ

ヽ
湊
ヽ

ヽ
嶋
ヽ

雑
廿
首

暁
寝
覚

谷
松
年
久

籬
竹

路
苔

葦
間
鶴

羈
中
送
日

羈
中
憶
都

旅
泊
重
夜

海
辺
眺
望

寄
夢
懐
旧

寄
老
懐
旧

寄
世
懐
旧

寄
情
述
懐

寄
涙
述
懐

寄
身
述
懐

寄
榊
神
祇

寄
鏡
神
祇

寄
水
釈
教

寄
灯
釈
教

祝
言

』

｢
此

(
伝
領
奥
書)百
首
題
、
飛
鳥
井
入
道

(

雅
親)

大
納
言
殿
栄
雅
、

御
書
進
也
、
於
小
河
御
所
令
拝
領
畢
、

更
不
可
有
他
出
者
也
、

長
享
元
年
六
月
日

政

(

結
城
、
ノ
チ
政
胤)

広

(

花
押)

明
応
八
年
、
令
与
奪
元

(

結
城)胤
也
、

宗

(

結
城
政
胤)

柏

(

花
押)

｣』
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四

飛
鳥
井
雅
親
筆
仮
名
消
息
外

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

雅

(

飛
鳥
井) ―親
卿
賢
筆
女
房
奉
書

御
会
始
題

題
者
書
付｣

か
し
こ
ま
り
候
て
う
け
給
候
ぬ
、
御
ほ
う
ら
く
の
百
し
ゆ
の
た
い
、
か
き
し
ん
上
候
、

な
と
や
こ
れ
勅
題
に
て
も
候
は
て
、
仰
く
た
さ
れ
候
や
ら
ん
、
と
か
く
申
入
候
へ
は
、

い
か
ゝ
に
て
、
ま
つ
か
き
候
て
ま
い
ら
せ
候
、
よ
く
�

御
心
え
候
て
、』

御
ひ
ろ

う
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

｢ (

切
封
ウ
ハ
書)

ゑ

(

飛
鳥
井
雅
親)

い
雅｣
』

｢ (

モ
ト
端
裏
書
カ)

御
会
始
題
応
仁
三
正
十
三｣

』

砌
下
栽
竹応

仁
三
年
正
月
十
三
日
御
会
題
、
二
年
十
二
月
自
宰

(

飛
鳥
井
雅
康)

相
方
許
給
、
但
内
々
伺

之
歟
、
一
重
ニ

竪
紙
ヲ

加
一
枚

了
、

｢ (

貼
紙)砌
下
栽
竹
自
御
所
注
給
題
也
、｣

』

正
中
三
年
三
月
六
日
、
和
歌
御
会
、
勅
題

暦
応
二
年
六
月
廿
七
日
、
仙
洞
、
勅
題
、

康
永
三
年
閏
二
月
十
二
日
、
仙
洞
、
題
者
民

(

二
条
為
定)

部
卿
、

文
和
五
年
二
月
卅
日
、
題
者
為

(

二
条)遠
、

延
文
三
年
三
月
廿
八
日
、
題
者
為
遠
朝
臣
、

延
文
四
年
二
月
卅
日
、
題
者
為
遠
朝
臣
、

貞
治
六
年
三
月
廿
九
日
、
題
者
関

(

二
条
良
基)

白
、

応
安
三
年
三
月
四
日
、
題
者
御

(

二
条
為
遠)

子
左
中
納
言
、

康
永

[

暦]

三
年
二
月
十
七
日
、
題
者
御

(

二
条
為
遠)

子
左
大
納
言
、

明
徳
四
年
二
月
廿
七
日
、
題
者
右

(

久
我
具
通)

大
臣
、

応
永
十
七
年
八
月
十
九
日
、
題
者
一

(

裏
松
重
光)

位
大
納
言
、

応
永
十
九
年
十
二
月
九
日
、
題
者
一
位
大
納
言
、

応
永
廿
年
十
月
三
日
、
題
者
関

(

一
条
経
嗣)

白
、

応
永
廿
六
年
三
月
十
六
日
、
題
者
為

(

冷
泉)之
、

』

｢ (

軸
付
紙
墨
書)

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣

五

飛
鳥
井
雅
親
・
雅
俊
筆
文
書
案
外

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

端
和
歌
雅
―親
卿

中
大
か
い

雅
―俊
卿

奥
語
末
雅
―親
卿｣

｢ (

モ
ト
端
裏
書
カ)

持

(

斎
藤
妙
椿)

是
院
へ

遣
状
哥
門
弟
事
、

案
応
仁
三
二
十
六｣

』

和
哥
道
事
、
可
為
門
弟
之
由
承
候
、
不
易
之
芳
約
本
望
候
、
自
今
已
後
可
成
申
親
昵類

之
思
候
、
故
十
五
首
題
進
之
候
、
御
詠
給
之
、
可
加○

一
見
候
也
、
謹
言
、

二

(

応
仁
三
年)

月
十
六
日

判

(

飛
鳥
井
雅
親)

持
是
院
法
印
御
房

』

大
か
い
条
々
可
被
申
付
事

一
、
高
か
し
ら
二
百
六
十
石
と
申
事
、
さ
た
ま
る
へ
か
ら
す
、
本
帳
ニ

み
ゆ
へ
し
、

一
、
う
け
れ
う
の
事
、
村
々
の
引
付
あ
る
間
、
さ
ん
用
の
時
ひ
き
あ
は
せ
、
相
違
の

事
あ
ら
は
可
被
仰
、

一
、
夏
麦
同
前
、

一
、
長
夫
銭
・
布
敷
村
公
事
物
等
無
相
違
歟
、

一
、
す
て
田
事
、
領
家
方
は
と
も
か
く
も
あ
れ
、
地
頭
方
三
十
石
事
、
半
分
は
す
て

ら
る
へ
し
、
十
五
石
分
に
を
き
て
は
、
別
段
の
儀
を
も
て
可
進
納
、
此
事
は
此

方
よ
り
の
わ
ひ
事
也
、
両
人
可
然
や
う
に
申
な
さ
れ
は
悦
入
へ
し
、

一
、
損
免
事
、
す
て
田
分
の
け
て
三
分
一
損
事
、
面
々
以
上
洛
申
こ
と
に
領
状
候
也
、』

○
前
闕

語
、
未
為
耳
目
之
翫
、
徒
為
教
戒
之
端
、
古
天
子
、
毎
良
辰
美
景
、
詔
侍
臣
預
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宴
莚
者
献
和
哥
、
君
臣
之
情
由
斯
可
見
、
賢
愚
之
性
於
是
相
分
、
所
以
随
民
之
欲
択

士
之
才
也
、
自
大
津
皇
子
之
初
作
詩
賦
、
詞
人
才
子
、
慕
風
継
塵
、
移
彼
漢
家
之
字
、

化
我
日
域
之
俗
、
民
業
一
改
、
和
哥
漸
衰
、
然
猶
有
先
師
柿
本
大
夫

(

人
麿)

者
、
高
振
神
妙

之
思
、
独
歩
古
今
之
間
、
有
山
辺
赤
人
者
、
並
和
哥
仙
也
、
其
余
業
和
哥
者
、
綿
々

不
絶
、
及
彼
時
変
澆
漓
、
人
貴
奢
淫
、
浮
詞
雲
興
、
艶
流
泉
湧
、
其
実
皆
落
、
其
花

孤
栄
、
至
有
好
色
之
家
、
以
此
為
花
鳥
之
使
、
乞
食
之
客
、
以
此
為
活
計
之
謀
、
故

半
為
婦
人
之
右
、
難
進
大
夫
之○

前
、
近
代
存
古
風
者
、
纔
二
三
人
、
然
長
短
不
同
、

論
以
可
弁
、
花

(

遍
昭)山
僧
正
尤
得
哥
体
、
然
其
詞
花
而
少
実
、
如
図
画
好
女
徒
動
人
情
、

在
原
中
将

(

業
平)

之
哥
、
其
情
有
余
其
詞
不
足
、
如
萎
花
雖
少
彩
色
而
有
薫
香
、
○
後
闕

』

｢ (

軸
付
紙
墨
書)

寛
政
六
十
中
旬
、
為
一
巻
、｣

○
右
第
一
紙
紙
背
、

和
哥
雑
々

和
哥
寄
書
以
下

和
歌
諸
一
座

聚
葉

六

飛
鳥
井
雅
俊
筆
懐
紙
土
代
・
肩
抜
鹿
事

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

雅
―俊
卿
御
筆
御
詠
草

肩
抜
鹿
事｣

｢ (

端
裏
書)

左
近
中
将
と
も
候
へ
き
歟
、
二

(

飛
鳥
井
雅
康
、
法
名
宋
世)

楽
の
に
は
只
詠
ヽ
ヽ
ヽ
左
中
将｣

｢ (

異
筆
カ
、
下
同
ジ)

元
日
侍
和
哥
所
梅
花
久
薫
和
哥｣

｢

左
中
将｣

雅

(

飛
鳥
井)俊

｢

此
分
可
然
歟
、｣

梅
花
久
薫

梅
花
千
枝
に
千
と
せ
を
さ
き
こ
め
て
君
か
か
さ
し
に

｢

と｣

に
ほ
ふ
久
し
さ

と
し
を
へ
て
さ
す
や
わ
か
え
の
梅
花
行
す
ゑ
と
を
く
に
ほ
ふ
や
と
か
な

し
ら
玉
の
色
に
さ
き
け

｢

そ
ふ｣る
庭

｢

や
と｣の
む
め
の
に
ほ
は
ん
春
も
千
世
の
か
す
か
も

｢

右
衛
門
尉
宮
道｣

』

｢ (

端
裏
書)

肩
抜
鹿
事
東
山
殿

御
尋
、｣

肩
ぬ
く
鹿
事
、
万
葉
注十四
巻
歟
な
と
う
し
な
ひ
候
て
所
持
候
は
す
候
、
天
照
太
神
い
は(

×
と)や・

に

御
こ
も
り
の
時
、
か
く
山
の
鹿
を
い
き
な
か
ら
肩
を
〃抜ヌキ
て
、
ほ
ね
を
や
き
て
う
ら
を

せ
し
や
う
あ
る
事
と
も
に
て
候
歟
、
む
さ
し
の
ゝ
う
ら
へ
か
た
や
き

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

む
さ
し
の
ゝ
う

ら
へ
か
た
や
き
な
と
よ
み
候
歟
、
い
か
さ
ま
鹿
の
か
た
の
ほ
ね
を
や
き
て
、
か
く
山

の
木
の
は
ゝ
か
の
木
を
ね
と
し
て
、
た
ひ
て
ほ
ね
を
や
き
け
る
と
候
歟
、
大
か
た
か

や
う
の
事
に
て
候
、
万
葉
注
釈
御
本
候
は
ゝ
、
自
然
御
覧
候
へ
き
歟
、
若
奥
義
抄
ニ

の
せ
候
か
と
存
候
て
、
大
か
い
披
見
候
へ
と
も
不
見
候
、
此
よ
し
御
心
え
候
て
御
申

入
候
へ
く
候
、

』

○
右
第
一
紙
紙
背
、

詠
梅
花
久
薫
和
哥

ヽ
ヽ

や
と
に
ま
つ
さ
く
梅
か
香
を
の
と
か
な
る
い
く
世
の
春
に
か
せ
さ
そ
ふ
ら
む
○
三
行
五

字
に
書
す
、

○
右
第
二
紙
紙
背
、

秋
田

暁
月

卜
恋

右
題
、
来
廿
五
日
御
月
次
候
、
可
得
御
意
候
也
、

八
(

文
明
十
七
年)

月
十
一
日

雅

(

飛
鳥
井)俊

高
(

永
継)倉
殿

中

(

宣
親)山
殿

右

(

細
川
政
国)

馬
頭
殿
○
本
文
書
、
折
紙
な
り
、
ま
た
、

墨
線
に
よ
り
抹
消
し
て
あ
り
、
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七

飛
鳥
井
雅
康
筆
内
裏
御
月
次
題
支
配
留

｢ (

後
補
表
紙
外
題)

内
裏
月
次
題
分
配
文
明
十
三

正

十
八｣

十
八
日

内
裏
御
月
次
題
支
配
文
明
十
三

正

十
八

』

○
も
と
表
紙
見
返
し
、
墨
付
な
し
、

』

五
月

勅
題

初
飛

春

霞
梶
井

鶯
旧
上

梅
室

帰
御

雁

春
冷
大

月

花
宮

ヽ
実

ヽ
雅
康

苗
伏

代

藤
大
炊

暮
青

春

卯
二

花

郭
御
方

公

ヽ
右
衛
門
ヽ

早
一
位
殿
苗

五
御
室

月
雨

夏
甘

月

蛍
入
道
左

早
少
将

秋

七
勧

夕

荻
聖

鹿
姉

秋
日

夕

月
御

ヽ
三
条
西

ヽ

擣
室

衣

菊
飛

紅
葉

暮
秋

時
雨

氷

冬
月

千
鳥

雪

ヽ

歳
暮

忍
室

恋

不
御

逢
恋

ヽ

後
朝
ヽ

片
思

恨

松
御
方

山
家

旅
一
位
ヽ

ヽ

述
懐

祝
大
炊

言
』

六
月

出
題
雅
康

貴
伏

賤
更
衣

卯
座
主

花
作
墻

山
御

朝
葵

待
宮

郭
公

雲
室

間
郭
公

郭
一
位
殿
公
幽

二
対

盧〃
橘
問
昔

葺
梶

昌

[

菖]

蒲

水
入
道
左
追
加
、

郷
早
苗

浦
実

五
月
雨

山
仁

陰
鵜
河

原
甘

照
射

竹
雅
康
追
加
、亭
夏
月

蛍
侍
従
中
知
夜

夏
入
道
左
草
深

荷
聖

露
成
珠

遠
冷
大

村
夕
立

閨
姉

中
扇

松
飛

風
忘
夏

瀬
大
炊

夏
祓

思
雅
康

不
言
恋

祈
旧

難
逢
ヽ

互
日

忍
ヽ

聞
右
衛
門
声
ヽ

�

不
伏

堪
待
ヽ

俄
座
主

初
逢
ヽ

後
飛

朝
切
ヽ

返
二

書
ヽ

逐
宮

日
増
ヽ

厭
入
道
左
賤
ヽ

寝
一
位

覚
ヽ

顕
冷
大

悔
ヽ

非
御

心
離
ヽ

絶
勾
当

久
ヽ

人
侍
従
中
伝
帳

[

恨]

ヽ

暁
旧
上

寝
覚

谷
右
衛
門
松
年
久

竹
実

為
師

幽
飛

径
苔

鶴
聖

声
近
枕

暮
御

林
鳥
宿

故
冷
大

郷

[

山
カ]猿

山
甘

家
人
稀

樵
大
炊

歌
入
山

旅
室

人
渡
橋

旅
大
樹

宿
雨

夕
姉

陽
映
嶋

披
梶

書
逢
昔

暁
雅
康

観
念

社
仁

頭
水

』

七
月

勅
題

立
仁

秋
暁

残
一
位
殿
暑

七
御

夕
雨

近
座
主

荻

萩
二

盛

薄
飛

似
袖

苅
旧
院
上
萱

浅
室

茅
露

鈴
梶

虫

松
伏

虫

原
宮

鹿

秋
入
道
左
夕
風

初
実

雁

山
一
条

月

野
勾
当

径
月

海
冷
大

辺
月

秋
聖

夜
長

村
雅
康

霧

擣
大
炊

衣

池
右
衛
門
辺
菊

江
姉

鶉

籬
座
主
追
加
、葛

里
侍
従
中
黄
葉

暮
勾
当
追
加
、秋

霜

九
雅
康
追
加
、月

尽

寄
日

月
恋

�

ヽ
風
ヽ

ヽ
煙
ヽ

ヽ
御

山
ヽ

ヽ
室

河
ヽ

ヽ
海
ヽ

ヽ
浜
ヽ

ヽ
一
位
殿
草
ヽ

ヽ
飛

木
ヽ

ヽ
虫
ヽ

ヽ
鳥
ヽ

ヽ
鏡
ヽ

ヽ
筵
ヽ

ヽ
弓
ヽ

ヽ
糸
ヽ

関
飛

鶏

閑
宮

居
灯

橋
雨

巌
苔

故
御

郷

田
家

杣
川
筏

旅
宿
夢

懐
旧

寄
雅
康

鶴
祝

』

八
月

出
題
雅
康

を

を
を

み
な
へ
し

み

な

へ

し

花
す
ゝ
き

な

す

す

き

ふ

ふ
ち
は
か
ま

ち

は

か

ま

は
し
も
み
ち

し

も

み

ち

お
も
か
け
に

も

か

け

に

』

八
月

出
題
雅
康

を
一
位
ヽ
み
な
へ
し

を
御

み
な
へ
し

を
室

み
な
へ
し

を
冷
大

み
な
へ
し

を
大
樹

み
な
へ
し

は
宮

な
す
ゝ
き

花
伏

す
ゝ
き

花
聖

す
ゝ
き

花
一
条

す
ゝ
き

花
勾
当

す
ゝ
き

ふ
入
道
左
ち
は
か
ま

藤
実

は
か
ま

藤
日

は
か
ま

藤
右
衛
門
は
か
ま

藤
大
炊

は
か
ま

は
旧
上

し
も
み
ち

は
侍
従
中
し
も
み
ち

は
飛

し
紅
葉

は
新
大

し
も
み
ち

は
仁

し
も
み
ち

お
二

も
か
け
に

お
座
主

も
か
け
に

お
梶

も
か
け
に

お
雅
康

も
影
に

�

お
甘

も
か
け
に

こ
宮

ひ
わ
ひ
ぬ

こ
入
道
左
ひ
わ
ひ
ぬ

こ
右
衛
門
ひ
わ
ひ
ぬ

恋
姉

わ
ひ
ぬ

恋
実

わ
ひ
ぬ

う
御

ち
も
ね
す

う
大
樹

ち
も
ね
す

う
大
炊

ち
も
ね
す

う
飛

ち
も
ね
す

う
冷
大

ち
も
ね
す
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あ
甘

か
つ
き
は

あ
一
位
ヽ
か
月
は

あ
仁

か
月
は

あ
座
主

か
月
は

あ
伏

か
月
は

つ
一
条

ゆ
ふ
か
し

露
雅
康

ふ
か
し

露
二

ふ
か
し

露
飛

ふ
か
し

露
新
大

ふ
か
し

お
侍
従
中
も
ふ
こ
と

お
御

も
ふ
こ
と

お
梶

も
ふ
こ
と

お
室

も
ふ
こ
と

お
聖

も
ふ
こ
と

』

九
月

勅
題

初
二

秋
風

ヽ
梶

ヽ
露

七
旧
院
上
夕

夜
伏

荻

朝
御

萩

蘭
飛

薫

槿
座
主

花

女
一

郎
花

花
大
樹

薄

苅
親
王
御
方萱

聞
冷

鹿

初
仁

雁

放
室

生
会

夕
実

出
月

暁
一
位
ヽ
入
月

終
大
樹

夜
月

暁
雅
康

出
月

晴
入
道
左
夜
月

雨
甘

後
月

雲
大
炊

間
月

木
雅
康

間
月

高
右
衛
門
督低
月

砂
侍
従
中
上
月

水
三
大

上
月

禁
姉

中
ヽ

洛
御

陽
ヽ

洛
飛

外
ヽ

故
日

郷
ヽ

古
梶

寺
ヽ

草
座
主

庵
ヽ

閑
室

居
ヽ

寝
冷

覚
ヽ

袖
二

上
ヽ

擣
仁

衣
幽

ヽ
三
大

ヽ
繁

松
侍
従
中
虫

鈴
勾
当

虫

蟋
大
炊

蟀

秋
右
衛
門
督田

ヽ
伏

日

ヽ
飛

夕

ヽ
実

霧

ヽ
一
位
ヽ
霜

見
甘

菊

紅
一

葉
未
遍

ヽ
雅
康

ヽ
如
錦

池
親
王

辺
ヽ
ヽ

澗
御

辺

[

底]

ヽ
ヽ

暮
旧
院
上
秋
ヽ
ヽ

九
入
道
左
月
尽

』

十
月

高
御

高
室

高
親
王

高
大
樹

高
実

遠
一
位
ヽ

ヽ
勾
当

ヽ
伏

ヽ
侍
従
中

ヽ
大
炊

浅
大
樹

浅
仁

浅
飛

浅
姉

浅
一

少
□
□
□

ヽ
旧
院
上

ヽ
梶

ヽ
日

ヽ
二

速
座
主

速
冷

速
姉

速
甘

速
雅
俊

厚
入
道
左

ヽ
侍
従
中

ヽ
雅
康

�

ヽ
実

ヽ
梶

視
御

視
飛

視
伏

視
大
炊

視
冷

閑
親
王

ヽ
一
位
ヽ

ヽ
入
道
左

ヽ
雅
康

ヽ
甘

濁
室

ヽ
飛

ヽ
冷

ヽ
仁

ヽ
二

旧
御

ヽ
雅
康

ヽ
一

ヽ
座
主

ヽ
右
衛

』

十
一
月

勅
題

暁
大
樹

余
寒

晩
聖

鶯霞〃
入
霞

若
入
道
左
菜
処
々

梅
座
主

迎
客

古
伏

宅
柳

湖
宮

上
春
月

雨
御

中
帰
雁

桃
室

映
日

花
飛

恥
老

閑
梶

居
惜
ヽ

野
二

径
雲
雀

山
仁

残
春

薄
一

暮
卯
花

河
一
位
ヽ
上
郭
公

簾
旧
上

外
橘

野
大
炊

亭
瞿
麦

竹
雅
康

林
夏
月

泉
実

聴
蝉

松
勾
当

下
晩
涼

朝
冷
大

残
暑

深
飛

夜
荻
風

岡
勾

辺
雁

旅
甘

店
秋
夕

虫
右
衛
門
求
露

鹿
侍
従
中
驚
夢

田
姉

家
秋
雨

月
御

前
釣
翁

遠
郷
暁
月

擣
衣
何
処

関
宮

路
霧

黄
葉
帯
露

時
雨
霑
袖

砂
雅
俊

上
落
葉

橋
畔
霜

枯
野
眺
望

舟
中
霰

暮
林
雪
深

独
対
炉
火

堪
忍
恋

毎
一
位
ヽ
夕
待
恋

白
飛

地
逢
ヽ

通
書
顕
恋

稀
大
樹

問
ヽ

絶
悔
ヽ

古
寺
晩
鐘

嶺
御

松
帯
雲

幽
室

栖
思
友

旅
泊
涙

寄
鏡
述
懐

寄
伏

玉
祝

』

十
二
月

予

(

飛
鳥
井
雅
康)

新
作

湖
室

霞

鶯
御

梅
宮

移
水

柳
一
位
ヽ

春
二

月

春
実

雨

雉
仁

野
冷
前
大
遊

社
侍
従
中
頭
花

落
日

ヽ

藤
勾
当

暮
右
衛
門
春

首
甘

夏

郭
雅
康

公

�
入
道
左
早
苗

樗
座
主

五
伏

月
雨

夏
旧
上

草

蝉
一

初
大
樹

秋

露
聖

夕
大
炊

荻

分
姉

萩

原
梶

薄

里
雅
康

鶉

沢
雅
俊

鴫

�

秋
二

雨

待
仁

月

独
一
位
ヽ
惜
月

葛
冷
前
大

水
一

辺
菊

木
実

枯

寒
御

草

氷
甘

暁
姉

千
鳥

水
大
樹

鳥

禁
冷
大

中
雪

歳
雅
康

暮

恋
室

本
結

ヽ
右
衛
門
裳

ヽ
入
道
左
絵

ヽ
御

木
綿

ヽ
大
炊

冷

ヽ
伏

綱

山
入
道
左
榊

古
梶

寺
灯

田
宮

家

旅
侍
中

述
聖

懐

神
座
主

祇

』
文
明
十
四
年
正
月
十
八
日

勅
題

立
御

春

野
宮

霞

梅
伏

若
室

菜

柳
仁

春
梶

月

春
一
位
殿
曙

花
旧
院
上

春
座
主

田

夕
聖

藤

郭
二

公

早
御
方
ヽ
苗

夏
実

夜

蛍
入
道
左

夕
柏
木

立

蝉
大
炊

納
一

涼

七
冷

夕

露
勧

萩
勾
当
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虫
甘

怨

鹿
飛

秋
侍
従
中
夕

月
姉

擣
右
衛
門
衣

霧
日

紅
柏
木

葉

時
雅
俊

雨

落
御

葉

枯
御
方
ヽ
野

千
宮

鳥

冬
大
炊

暁

雪
梶

神
一
位
殿
楽

聞
勧

恋

誓
実

恋

馴
室

恋

待
入
道
左
恋

逢
一

恋

恋
冷

涙

片
甘

思

久
伏

恋

絶
仁

恋

恨
御

暁
右
衛
門

麓
飛

柴

田
柏
木

家

浦
座
主

舟

旅
聖

祝
二

言

』

二
月

歳
室

中
立
春

山
御

霞

余
二

寒

梅
座
主

薫
風

春
一
位
ヽ
雨

春
月

帰
御
方

雁

初
聖

花

見
大
炊

花

惜
柏
木

花

松
冷

上
藤

暮
勾
当

春

首
一

夏

待
梶

郭
公

早
伏

苗

渓
右
衛
門
五
月
雨

夏
勧

月

水
旧
院
上
辺
蛍

夕
仁

立

早
入
道
左
秋

乞
実

巧
奠

萩
甘

露

秋
姉

夕

夜
日

鹿

暁
侍
従
中
虫

湖
雅
俊

月

�

野
柏
木

月

庭
御

月

聞
一
位
殿
擣
衣

河
二

紅
葉

九
聖

月
尽

初
宮

冬
時
雨

落
御
方

葉

冬
梶

月

積
座

雪

豊
右
衛
門
明
節
会

潟
一

千
鳥

歳
勧

暮

寄
仁

月
恋

ヽ
大
炊

瀧
ヽ

ヽ
伏

草
ヽ

ヽ
御

鳥
ヽ

ヽ
入
道
左
枕
ヽ

ヽ
実

衣
ヽ

夜
甘

灯

嶺
室

松

山
侍
従
中
家
嵐

旅
姉

宿

海
柏

眺
望

寄
冷

社
祝

』

三
月

勅
題

春
室

朝

春
仁

雪

春
柏

雲

春
御

雨

春
山

春
御
方

野

春
座
主

河

春
宮

湖

春
二

木

春
伏

鳥

夏
入
道
左
夕

夏
冷

煙

夏
梶

露

夏
関

夏
大
炊

海

夏
座

竹

夏
一

獣

秋
勧

夜

秋
右
衛
門
星

秋
実

霜

秋
侍
従
中
嶺

秋
雅
俊

岡

秋
甘

田

秋
日

里

秋
姉

浦

秋
室

草

秋
虫

冬
柏

暁

冬
二

月

冬
御
方

風

冬
伏

瀧

冬
御

江

冬
座
主

社

冬
杜

恋
冷

涙

恋
夢

恋
宮

枕

恋
梶

筵

恋
一

鏡

恋
聖

衣

恋
右
衛
門
扇

恋
実

灯

恋
勧

舟

恋
入
道
左
鐘

旅
御

朝

旅
甘

夕

旅
雅
俊

夜

旅
仁

暁

旅
柏

友

旅
大
炊

祝

』

｢ (

軸
付
紙
墨
書)

寛
政
六
十
、
為
一
巻
、｣
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